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発刊に当たって

近年、いじめや不登校、暴力行為などに加え、児童虐待や子どもの貧困

など、学校だけでは解決が困難な課題が多く発生しています。こうした課

題の解決を図るため、課題を抱える児童生徒の置かれた環境への働きかけ

や関係機関等とのネットワークの構築、連携・調整等を担うスクールソー

シャルワーカーの役割は一層重要となっています。

こうしたことから、北海道教育委員会では、「スクールソーシャルワー

カー活用事業」を実施しており、平成30年４月に、「スクールソーシャル

ワーカー（ＳＳＷ）ガイドライン」を策定ました。

スクールソーシャルワーカーを活用している市町村においては、関係機

関等との連携を図り、不登校児童生徒の学校復帰やネグレクト等の児童虐

待、貧困の問題などの家庭環境の問題等への解決に向けて組織的な対応が

図られています。

道教委では、こうした本事業において取り組まれた実践の中から、効果

的な取組事例等をとりまとめました。

各市町村教育委員会においては、児童生徒を取り巻く様々な課題の解決

に向けた取組の一助として本冊子を御利用いただきたき、学校と関係機関

等をつなぐ仕組みづくりが一層進められるよう御期待申し上げます。
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北海道教育庁学校教育局生徒指導・学校安全課
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